
社会科学分野におけるサイレント層研究の現在と交通計画への適用* 

Review on Researches of the Silent Group in Various Study Fields * 
 

 

小嶋文**・久保田尚*** 
By Aya KOJIMA**・Hisashi KUBOTA*** 

 

 

１． はじめに 
 
日本の交通計画において住民等の意見を取り入れる機

会は増えているものの、これまで意見を言わない人々、

いわゆるサイレント層の存在についてはほとんど顧みら

れてこなかった。しかしながら、計画立案過程で意見を

言わない人々が、計画決定直前、または実施後に反対意

見を述べるようになり、プロジェクトの中止・変更等大

きな社会的費用が払われていることも事実である（例え

ば、久保田1)）。また、パーソントリップ調査のように

人々の自発的な協力に大きく頼る調査での回答率の低下

は、喫緊の課題となっている。近年では、有名な「沈黙

の螺旋理論2)」で言われる沈黙圧力によって、公共事業

計画に関わる人々の意見が正しく表出されていないので

はないかという問題意識も提示されている3)。このよう

な中で、限られた資源と時間の中で、適切で効率的な計

画実施には、サイレント層に着目した交通計画策定プロ

セスの構築が急務であると考えられる。そこで本研究で

は、日本内外で行われてきたサイレント層に関する研究

を、交通計画分野に加えて、社会学、社会心理学、行政

学等様々な分野からレビューし、今後の交通計画におけ

るサイレント層の取扱いに関する知見を得ることとした。 
 

２． 調査の種類と調査未回答 
 

種々の研究のレビューに当たって、まずは各種の調査

がどのように位置づけられるかを整理し、それに基づい

て既往研究を見ていくこととする。ここでは、小嶋ら4)

による分類方法で調査の特徴を分類していくこととし、

図-1がその枠組みを示したものである。ここでは、調査

を2種類の軸で考えており、「回答者が直接意思決定に

関わる調査であることの有無」そして、「調査が扱う主

題の一般性・限定性」である。ここで、横軸は調査に対

する回答が、直接意思決定に関わるかどうかということ

を表し、一方、縦軸は、調査が扱う主題の一般性の度合

いを表している。この軸によって分類される位置の違い

により、サイレント層について問題とされることが異な

ると考えられるのである。それぞれの象限に分類される

調査を、交通計画に関わるもので当てはめてみよう。ま

ず、（１）「一般的主題で、回答者が意思決定に直接関

わりない」調査には、回答者の交通行動を質問するパー

ソントリップ調査が当てはまるであろう。次に、（２）

「一般的主題で、回答者が意思決定に直接関わりある」

調査には、広域的な機能を持つ交通網計画への賛否が争

点となる選挙等がそれに当たるであろう。（３）「限定

的主題で、回答者が意思決定に直接関わりない」調査と

しては、限定した地区のヒヤリ・ハット地点の抽出を目

的とした調査等が例として挙げられる。最後に（４）
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図-1■サイレント層を考慮する上での各種の調査の特徴 



「限定的主題で、回答者が意思決定に直接関わりある」

調査としては、地区内へのハンプ設置に対する賛否を問

うような、地区交通問題に関する意向調査がそれに当て

はまる。このような整理のもと、これまで社会科学分野

で行われてきたサイレント層に関連する研究を見ていく。 
 

３． 未回答・棄権に関わる各種の研究 
 

（１） 一般的主題・回答者が意思決定に直接関わり

なし 
まずは、（１）「一般的主題で、回答者が意思決定に

直接関わりない」調査を扱った研究を見てみよう。これ

らの研究は、それぞれ全国的な問題や、自治体全体に関

係する一般的な問題を対象とした意識調査、あるいは実

態調査を扱っている。国勢調査に代表される人口統計に

関する調査について、回答しない人すなわち調査不能者

の存在が結果をゆがめる恐れがあるという認識に立った

研究が多く行われてきたし（例えば、DeMaio5)、Stoop6)、

Groveら(ed.)7））、各種の世論調査に関して、未回答者に

関する研究が行われてきている8),9),10),11),12),13,14),15),16))。ま

た、土屋17)の日本人の国民性調査、Tliplettら18)の日常行

動調査、柳井19)による投票行動調査、などそれぞれの調

査への未回答者に関する研究が行われている。交通分野

に関しては、交通行動調査への未回答者について研究が

行われている20),21)。 
DeMaio5)は人口統計調査の面接における調査拒否の理

由や拒否の発生の特徴を探っており、拒否理由について

はプライバシーに関する心配や過去の不快な調査体験の

割合が多いこと、個人属性では年齢や居住地による拒否

割合の違いがあることを報告している。年齢に関する回

答率の違いでは、若年層で回答率が低い、30代以上で拒

否率が高い、50代以上では早期返送率が高い、など、そ

れぞれの文献に差が見られるが、若年層での低回答率に

言及しているものが多いように思われる。藤田や杉山は、

世論調査での調査不能者への追跡調査を行い、調査不能

者はサンプル全体よりもネガティブな意識を持つ傾向が

あることを報告している。Zimowskiら20)は、米国のパー

ソントリップ調査（Household Travel Survey）における未

回答者を低下させる方法、未回答者によるバイアスの低

減方法等を提示しており、インタビュアーのトレーニン

グ、小額・事前といったインセンティブの推奨方法等が

述べられている。 
 
（２） 一般的主題・回答者が意思決定に直接関わり

有り 
次に（２）「一般的主題で、回答者が意思決定に直接

関わりある」調査に関する研究を見ていこう。ここには、

一般的な問題についての意思決定を目的とした、調査や

選挙を対象とした研究が当てはまる。選挙における投票

行動や棄権についての研究は早くから行われてきたし
22),23),24,25),26),27)、孤立を恐れる個人が周りと違うと感じる

自身の意見を表明しなくなり、その結果多勢の意見がよ

り大きい存在になっていくという「沈黙の螺旋理論」に

関して、多くの研究が行われてきた28),  29), 30, 31), 32), 33), 

34),35),36)。 
選挙における棄権について、蒲島37)は、93年、95年、

96年に実施された衆議院選挙での投票行動に関して全国

的、時系列的調査を実施し、棄権要因を探っている。そ

のなかで、20代から60代までは一貫して投票率が上がる

が、70代を過ぎると減少傾向になること、都市規模が小

さいほど高い回答率となることなどを導いた。さらに、

他の年では正の関係を見せた内閣評価と投票参加につい

て、93年当時の政権への厳しい批判の中では、政権に好

意的な人が棄権を選んだ状況を見出した。この結果は

「沈黙の螺旋理論」を支持する結果と言えよう。「沈黙

の螺旋理論」については実証の試みが多く行われている

が、その結果は一貫したものではない38)。しかしながら、

「主観的な」意見分布と意見表明の意図との間には有意

な相関が見られている39)。個人に影響を与える意見分布

について、Oshagan40)は全体における多数派よりも準拠

集団（親しい友人）がより強い影響を与えるという実証

研究の結果を得ている。また、意見分布の認知について

は、誤って認知されている場合があることや、誤認知が

起こりやすい状況について報告されている41), 42)。 
 
（３） 限定的主題・回答者が意思決定に直接関わり

なし 
（３）「限定的主題で、回答者が意思決定に直接関わ

りない」調査に関する研究としては、Goyder43)が大学教

員らに対する大学生活でのコンピュータ使用に関する実

態調査を用いた研究を行っている。ここでは、調査が大

学教員全体に対するものであるが、調査主題が大学生活

全般ではなく、コンピュータの使用という使用者が限ら

れる主題に限定されていると考えることができる。ここ

では回答者の人口統計的属性が回答率に影響すると共に、

調査主題への関わりの強さを表す指標が高いほど、調査

に回答しやすいという結果が得られている。さらに、調

査主題への関わりの高さの次に影響する重要な要因が，

組織への関わりの高さであるとしている。交通計画に関

する調査研究としては、小嶋ら44)が、住民主体の地区交

通静穏化計画の一環として実施された危険箇所洗い出し

の調査に関する未回答者について検討し、自宅近辺に交

通上危険を感じている人の方がより調査に回答している

という結果を得た。 
 
 



（４） 限定的主題・回答者が意思決定に直接関わり

有り 
最後に（４）「限定的主題で、回答者が意思決定に直

接関わりある」調査に関する研究についてまとめる。こ

のようなテーマに関しては、地域の住民参加活動への参

加意向を調査する形で、地域活動の主体となって意思決

定する場への参加意向に関する要因を探る研究が多く行

われている45),46),47),48)。野田49)は、市民の住民活動への参

加意向について、行政に対する信頼に注目して分析を行

っている。そこで、参加意向と行政に対する信頼が正の

関係にあること、行政職員による積極的な情報提供を求

める人ほど、現時点で行政を信頼していないことなどを

明らかにした。地区の住民投票に関する研究では、塩沢
50)が、地区の問題に関して、住民投票の事例を多く集め、

選択肢の設定と投票への参加、棄権に関する分析を行っ

ている。ここでは、著者による「選択肢の数が少ないほ

ど争点が単純化され、有権者にとって投票行動の決定が

容易になるため、投票率は上昇する」という仮説は棄却

され、2者択一の場合よりも、多者択一の場合の方が高

投票率という結果が表れた。この結果に対し著者は、イ

エス・ノーで賛否を問われた場合、投票対象とされてい

ない他の選択肢を希望する有権者にとって意思を表明し

づらい投票となるため、投票率が低くなるという考察を

述べている。羽鳥・藤井51)は他の多くの研究と異なり、

地区全体の住民の参加を対象とするのではなく、地域の

問題に積極的に貢献し、その存在が成功の鍵となる“カ

リスマ”に焦点をあてている。ここでは地域の集団とし

てのアイデンティティを保持し、地域間の学習効果を高

めることで、そのような利他的行動をとる人物が現れる

傾向が高まることが理論的に示唆されている。交通に関

する調査を対象とした研究では、小嶋4)44)が地区の交通

静穏化対策の対策案の賛否を問う調査を用いて、調査未

回答者を追跡して分析を行っている。調査未回答者には、

提案された案と別の案を期待していることや、提案され

た案を充分想像できなかったことなどが示唆された。 
 

４． おわりに 
 
ここまで概観してきたように、現在、社会科学の様々

な分野で、調査未回答、選挙への棄権、あるいは住民活

動への参加意向等に関して、国内外で多くの研究が行わ

れてきている。各種の世論調査や国勢調査に関する研究

では、調査回答者と未回答者で人口統計的な差があり、

代表的なサンプルとなっていない恐れを示唆しており、

交通計画においてもこの点を深く研究するべきといえよ

う。選挙に関する研究では、世論の風潮と関連して棄権

行動が起こることが示唆されており、交通計画策定プロ

セスにおける「沈黙の螺旋理論」の存在と共に今後さら

に研究されるべき事項と考えられる。市民活動や住民投

票に関する研究からは、市民が参加意向を持つことと行

政への信頼感の関連性、また調査における選択肢を決定

するまでのプロセスの重要性が示されており、交通計画

における住民参加活動においても大いに適用が期待され

るところである。一方で、参加しない市民の計画上、合

意形成上の位置づけに関する研究などはなされていない

ことから、交通計画における円滑な合意形成に向けたサ

イレント層の位置づけに関する研究も今後望まれる。 
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